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結論：

10代の妊婦は、成人と比べて、喫煙、心理的ストレスをもつ人の割合が多かった。生まれてきた子どもの出生体重は
10代と成人で差がなかった。

Risky Health Behaviors of Teenage Mothers and Infant Outcomes in the Japan
Environment and Children’s Study: A Nationwide Cohort Study

10代の妊娠と子どもの出生時体重

論文概要の和文様式

目的：海外では、10代の妊婦は成人妊婦と比べて、社会的弱者で低出生体重児が多いことが知られているが、これ
までは欧米の研究が多かった。今回、20歳未満の10代の妊婦の心理社会的背景や健康行動と子どもの出生体重に
ついて検討した。

方法：エコチル調査の参加している10代(20歳未満)と成人(20歳以上35歳未満)の成人の間で、ロジスティック回帰で
出生体重を比較した。

結果：10代の妊婦(1159人)は、成人(73547人)と比べて、喫煙、心理的ストレスをもつ人の割合が多かった。生まれて
きた子どもの出生体重は10代と成人で差がなかった。

10代では、世帯収入が低く、社会的弱者の割合が高く、心理的ストレスをもつ人が多かったがこれは欧米の研究結
果と一致していた。限界としては、エコチル調査では、15歳未満の若年の母の参加人数が少ない、今回は、初報であ
り、mediation analysisなど高度な統計解析は行っていない。
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